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１　事業概要 ５　事業説明
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　円滑な学校運営を行うため、市町村立小中学校に外部
人材を配置する。

　市町村立小中学校外部人材配置事業　239,284千円

（１）事業内容
　　ア　市町村立小中学校外部人材配置事業　　　　　　　　　　　　　　　239,284千円
　　　　市町村立小中学校に外部人材を配置する。

（２）事業計画
　　ア　産休育休代替連絡引継費　　　　　   　　　 　　　85人
　　　　代替者と本務者の連絡引継を行うことで、円滑な授業の展開に資する。
　　イ　教員業務支援員(スクール・サポート・スタッフ)　 725校
　　　　教員の本来担うべき業務に専念できるよう、事務負担の軽減を図る。
　　ウ　副校長・教頭マネジメント支援員　　　　　　　　　19校
　　　　教頭が学校運営の充実に注力できるよう、事務負担の軽減を図る。

（３）事業効果
　　　教員の負担軽減が図られ、教員が多様化する児童生徒の悩みと個に応じた学習指導に対応する
　　　時間を確保することで、子供たちの安心・安全の確保と学びの保障が実現され、全ての子供が
　　　公平で質の高い教育を修了できる。

　　　【活動指標(アウトプット)】教員業務支援員配置 725校、副校長・教頭マネジメント支援員配置 19校
　　　【成果指標(アウトカム)】時間外在校等時間の平均 45時間未満

２　事業主体及び負担区分
産休代替教職員連絡引継　　　(県10/10)
教員業務支援員(スクール・サポート・スタッフ)
副校長・教頭マネジメント支援員
　　　　　　　　　　　　　　(国2/9・県4/9)市3/9

３　地方財政措置の状況
教員業務支援員(スクール・サポート・スタッフ)
副校長・教頭マネジメント支援員
県負担分に対し地方財政措置

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.2人＝11,400千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 239,284 79,520

前年額 305,240 101,449 203,791

― 教育局 65 ―

未来を創る子供たちの育成

159,764 △65,956

確かな学力と自立する力の育成



 

事業名

単位事業名 予算額 239,284千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 79,520 △21,929 教育支援体制整備事業費補助金
教育総務費補助金 補助率1/3

一般財源 159,764 △44,027

合計 239,284 △65,956

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 649 △191 産休代替教職員連絡引継　85人分

負担金、補助及び交付金 238,635 △65,765 教員業務支援員配置事業への補助金　725校
副校長・教頭マネジメント支援員配置事業への補助金　19校

合計 239,284 △65,956

事業内訳書

市町村立小中学校外部人材配置事業

市町村立小中学校外部人材配置事業

主な内容

主な内容


